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若樫サポーターについて

主な活動内容



活動体験について

ネットトラブルに関わる
意見交流会

自転車盗難被害防止
広報啓発活動

子ども達が、どのようなトラブルに
巻き込まれるのか意見を交わしました。

駅前での
チラシ配布の様子



活動体験について

ネットトラブル
啓発動画作成会議

目的
ネットトラブル防止教室の
授業の「学習のまとめ」として
動画を利用するため。

伝えたいスライドを
作成している様子

生徒に伝えたいこと
「送信する前に考えてほしい」



活動体験について

ネットトラブル
防止教室

内容
・ネットの危険性

・ネットのルールやマナー
・自分自身の経験談

保護者の方からいただいた言葉

「同じ立場の方が経験したことを話
していただいたので、生徒たちが
自分事のように危機意識を
もつきっかけになる。」



ネットの危険から子どもたちを守るために
私たちにできること

自分の経験を
子どもたちに伝える



小・中・高校生のインターネット利用率

※令和３年度 内閣府 「青少年のインターネット利用環境実態調査」



インターネットの利用時間

全体の平均
利用時間→

※令和３年度 内閣府 「青少年のインターネット利用環境実態調査」

平均時間は
約4時間半



• 問題点→同調圧力が生じること

やめてほしいこと、本音が言えないことで

被害者や加害者になってしまうのでは

・生徒に伝えたいこと
1.自分を大切にしてほしいということ

2.抱え込まずに、周りの人に相談してほしい

コミュニケーショントラブルについて



ネットの危険から子どもたちを守るために

私たちにできること

まとめ

→子どもたちに近い立場で考えられるため、

様々な状況での対応方法を伝えられる。

→アドバイスをすることで、悩みを解決するきっかけに

繋がってほしい。

自分の経験から得た対処方法を子どもたちに伝えること。


